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西南日本の地殻流体の Li同位体マップ：前弧地殻深部流体はスラブ由来か？
Li isotope map of geofluid in SW Japan: Is deep-crustal fluid in fore-arc region derived
from slab?
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地殻深部流体は島弧の地震や火山の活動メカニズムへの関与が指摘されているが，スラブ起源流体との関係を含めて
不明な点が多い。湧水等の地表で採取できる地下水試料を用いた地球化学的アプローチで地殻深部流体の起源に迫った
研究例は極めて少なかった。これは従来の湧水研究に用いられてきた元素同位体指標が，表層水混入の影響を受けやす
かったためである。最も軽いアルカリ金属元素であるリチウム（Li）は地殻深部流体には高濃度で含まれるのに関わら
ず，表層水には極めて乏しい。この濃度差から，Li の同位体指標が湧水等の地下水を用いた深部流体研究において優れ
た研究ツールとなることが期待される。これまで分析が困難であったことから，深部流体研究における Li 同位体ツール
の利用は極めて限られていた。
　 Li/Cl 比が有意に高い地下水試料の Li 同位体組成は，表層水の影響はないことが予測される (Nishio et al., 2010)。そ

こで，本研究では，九州を除いた西日本地域における高 Li/Cl 比の地下水試料の Li 同位体組成の分布を明らかにする事
を試みた。その結果，中央構造線付近を境に南側（海溝側）の地下水試料は，北側の試料に比べて高い 7Li/6Li 比を取る
傾向が明らかとなった。このような Li 同位体組成とプレート位置との関係は，西南日本の前弧の地殻深部流体中の Li が
スラブ起源である可能性を示唆する。一方，紀伊半島西部は他の中央構造線沿いの地域に比べて 7Li/6Li 比が低い傾向が
見えつつある。このように水の水素・酸素同位体等の他の地球化学ツールに比べて，深部流体成分に高感度である Li 同
位体指標を用いることによって，新しい地殻深部流体像が見えてきた。
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